
人口減少の長期化（推計）

○人口減少は長期的に続くと見込まれており、仮に出生率が人口置換水準にまで改善し、少子化が解消したと
しても、２０７０年代までは人口減少が続くと推計されている。
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２０１７年推計
（出生中位・死亡中位推計）

合計特殊出生率＝２.０７
（2015年における人口置換水準）

死亡率 ＝ 2015年から一 定の場合
(平均寿命＝男:80.79年,女:87.05年)

【出所】国立社会保障・人口問題研究所「統計資料集2017年版」より。




